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事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

6－1－2 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 300,000 300,000 300,000 300,000 1,200,000 1,200,000

0 0 300,000 300,000 300,000 300,000 1,200,000 1,200,000

0 0 300,000 300,000 300,000 0 900,000 900,000

50,000 100,000 100,000 250,000 335,000 335,000 1,088,000 118,000 118,000 118,000 118,000 472,000 1,810,000

50,000 129,000 192,000 371,000 418,000 418,000 1,254,000 118,000 105,000 15,000 15,000 253,000 1,878,000

35,960 50,000 150,000 235,960 376,000 376,000 1,128,000 76,000 0 0 87,820 163,820 1,527,780

50,000 100,000 100,000 250,000 335,000 335,000 1,088,000 418,000 418,000 418,000 418,000 1,672,000 3,010,000

50,000 129,000 192,000 371,000 418,000 418,000 1,254,000 418,000 405,000 315,000 315,000 1,453,000 3,078,000

35,960 50,000 150,000 235,960 376,000 376,000 1,128,000 376,000 300,000 300,000 87,820 1,063,820 2,427,780
懇談会会場借上　42千
円　　入門講座・ス
テップアップ講座講師
謝礼　300千円　　消
耗品費　74千円　　印
刷製本費　2千円

懇談会会場借上　42千
円　　入門講座・ス
テップアップ講座講師
謝礼　300千円　　消
耗品費　74千円　　印
刷製本費　2千円

懇談会会場借上
げ　　42千円
入門講座講師謝
礼　　150千円

懇談会会場借上　42
千円　　地域力ＵＰ
講座講師謝礼　210
千円　　消耗品費
61千円　　印刷製本
費　2千円

懇談会会場借上　42
千円　　地域力ＵＰ
講座講師謝礼　210
千円　　消耗品費
61千円　　印刷製本
費　2千円

懇談会会場借上　42千
円　　地域力ＵＰ講座
講師謝礼　300千円
消耗品費　61千円
印刷製本費　2千円

懇談会会場借上　42千
円　　地域力ＵＰ講座
講師謝礼　300千円
消耗品費　74千円
印刷製本費　2千円

市民活動等入門
講座全3回に加え
ステップアップ
講座2回を開催す
ることによる講
師謝礼の増

懇談会会場借上　42千
円　　入門講座・ス
テップアップ講座講師
謝礼　300千円　　消
耗品費　74千円　　印
刷製本費　2千円

24年度から協働
のまちづくり講
演会を開催する
ことによる講師
謝礼の増

前年度予算と
の比較

（増減理由）

実　績　額

地 方 債 計　画　額

前年度予算計上
なし

協働のまちづくり講
演会に替わり、全３
回の市民活動等入門
講座を開催すること
による講師謝礼の増

実績との比較
（増減理由）

市役所会議室を
懇談会会場に使
用したことによ
る減
３月補正
△14千円

懇談会会場借上
３月補正　△12千円
（市役所会議室を使
用したため）
講演会講師謝礼　３
月補正　△50千円
（謝礼１人分減のた
め）

懇談会会場借上
３月補正　△11千円
（会場が地域交流セ
ンターで減免対象と
なった）

懇談会会場借上
３月補正　△46千円
（会場が地域交流セ
ンターで減免対象と
なった）

懇談会会場借上
３月補正　△42千円
（会場が地域交流セ
ンターで減免対象と
なった）

懇談会会場借上
３月補正　△42千円
（会場が地域交流セ
ンターで減免対象と
なった）

懇談会会場借上
３月補正　△42千円
講師謝礼
３月補正　△90千円
（開催回数の減によ
る講師謝礼の減と会
場が減免対象となっ
たことによる減）

前年度同額 前年度同額 地域力UP講座につい
ては、開催時間を３
０分延ばし、開催回
数を５回から３回に
減らすこととした。
これに伴う消耗品費
の減。

前年度同額 前年度同額

新型コロナウイルス
感染症の影響によ
り、３回の連続講座
を１回に縮小したた
め。

懇談会会場借上
３月補正　△42千円
（会場が地域交流セ
ンターで減免対象と
なった）

予算計上額 418,000

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

実　績　額 376,000

事 業 費 合 計 計　画　額 418,000

実　績　額 376,000

事業費予算の
内容

懇談会会場借上
げ　　29千円
講演会講師謝礼
100千円

協働のまちづく
り懇談会会場借
上げ
50千円

懇談会会場借上
３月補正　△46千円
（会場がふれあいセ
ンターで無料となっ
た）

地域力UP講座につい
ては、コーディネー
ターを介さず講師の
選定や打ち合わせを
することで１回あた
りの謝礼額を減らし
た。

予算計上額

418,000

予算計上額 418,000

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

道 費 計　画　額

第４年次

実　績　額

国 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

新規・継続 6－1－1 市長公室課協働推進係

市民、町内会組織や市民活動団体等

市民、町内会組織や市民活動団体等と懇談し意見交換を行うことにより、把握した課題の解決策を検討することができ
るとともに、出された意見等をこれからの市民と行政との協働のまちづくりの方策等に反映することができる。また、
事例発表、基調講演、フォーラム等を開催することにより、多くの市民に協働意識の醸成と協働に対する理解を浸透さ
せることができる。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 協働の環境づくり推進事業 平成　23　年度　～　　　　―　年度

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

事業性質区分

目的
(何のために実施する
のか）

協働の担い手となる市民をはじめ、町内会組織や市民活動団体等を対象に「協働のまちづくり懇談会」を開催し、市長
とそれぞれの現状や課題、連携や協力のあり方等について、市民と意見交換をすることにより、行政主導のまちづくり
から、市民と行政が目的や課題などを共有し、ともに取り組む協働のまちづくりについての相互理解を図る。また、懇
談会のほか、協働のまちづくりをテーマにした取り組みの事例発表、基調講演、フォーラム等を開催し協働意識の醸成
を図る。

主体的にまちづくり活動を行っている市民、町内会組織や市民活動団体等を懇談相手とし、市長と協働のまちづくりの
進め方等をテーマにフリートーク形式で懇談する。また、協働のまちづくりをテーマにした取り組みの事例発表、基調
講演、フォーラム等の開催については、広く市民に周知を図り、内容に即した講師やパネリストを招いて実施する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

予算計上額

実施３カ年
合　　　計

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実施３カ年
合　　　計
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指標の推移・評価

計画値 5 5 5 5 5 5 5 5 5

実績値 3 2 1 1 1 1 1 0 0

計画値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

実績値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

あまり達成されていない あまり達成されていない あまり達成されていない

少し上がっている 変わらない 変わらない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 良好である 普通である

自己分析：
懇談会を開催
し、意見交換す
ることにより、
市民活動団体等
の現状と課題を
把握することが
できている。出
された意見や課
題については庁
内推進会議の中
で議論し、可能
な限り実現ある
いは改善を図っ
てきており、市
民の声を市政に
反映するととも
に、協働意識の
醸成を図る点で
一定の成果が上
がっていると判
断する。しか
し、懇談会の開
催回数が３回
（５団体）にと
どまっているた
め、意見交換の
機会の増加に努
める必要があ
る。

自己分析：初め
て開催した協働
のまちづくり講
演会では、212
人の参加があ
り、参加者に対
するアンケート
により、協働意
識の現状把握と
協働のまちづく
りに対する意見
を伺うことがで
きたことから、
多くの市民に協
働意識の醸成と
協働に対する理
解を浸透させる
点で一定の成果
が上がっている
と判断する。し
かし、懇談会の
開催が１回にと
どまっているた
め、意見交換の
機会の増加に努
める必要があ
る。

自己分析：協働
のまちづくりを
進めるうえで欠
かせない市民活
動、地域活動を
担っていく人材
の確保、育成を
図ることを目的
に市民活動等入
門講座を全3回
開催し、更に受
講生を対象に市
長との懇談会を
開催した。外部
講師とコーディ
ネーターを招い
た初めての試み
であったが、定
員を上回る参加
があり、一定の
成果が上がって
いると判断す
る。しかし、懇
談会の開催が1
回にとどまって
いる為、意見交
換の機会の増加
に努める必要が
ある。

判断理由：活動
指標である懇談
会等の開催回数
が、計画値に満
たないため、達
成度については
若干低い評価を
せざるを得ない
が、平成24年度
からは懇談会の
ほか、新たな事
業にも取り組ん
でおり、把握し
た課題の解決策
の検討、市民の
協働意識の醸成
と協働に対する
理解を浸透させ
るための環境づ
くりという点で
は、一定の成果
が上がってお
り、総合評価は
普通と判断し
た。

自己分析：協働
のまちづくりを
進めるうえで欠
かせない市民活
動、地域活動を
担っていく人材
の確保、育成を
図ることを目的
に市民活動等入
門講座を全3
回、市民活動等
ステップアップ
講座を全2回開
催した他、いき
いき運動推進員
との懇談会を実
施した。それぞ
れの場において
闊達な意見交換
が行われ、協働
の意識づくりに
一定の成果が
あったものと判
断する。テーマ
や懇談相手の研
究に努めなが
ら、今後とも事
業を継続する。

自己分析：協働
のまちづくりを
進めるうえで欠
かせない市民活
動、地域活動を
担っていく人材
の確保、育成を
図ることを目的
に市民活動等入
門講座を全3
回、市民活動等
ステップアップ
講座を全2回開
催した他、NPO
法人中空知成年
後見センターと
の懇談会を実施
した。それぞれ
の場において闊
達な意見交換が
行われ、協働の
意識づくりに一
定の成果があっ
たものと判断す
る。テーマや懇
談相手の研究に
努めながら、今
後とも事業を継
続する。

判断理由：活動
指標である懇談
会等の開催回数
が計画値に満た
ないため、達成
度については若
干低い評価とな
るが、懇談会の
相手方もある程
度絞られてきた
状況において、
把握した課題の
早期解決の検
討、及び実施、
又、講座をきっ
かけとした市民
活動団体の立ち
上げ等、市民の
協働意識の醸成
と協働に対する
理解を浸透させ
るための環境づ
くりという点で
一定の成果が上
がっており、総
合評価は良好と
判断した。

自己分析：市民
活動等の意義や
役割などの基礎
知識、各地の事
例などを含め
た、地域で活躍
するためのノウ
ハウなどについ
て学ぶ、全５回
の連続講座であ
る「地域力ＵＰ
講座」を開催し
た他、砂川市立
病院ボランティ
アとの懇談会を
実施した。それ
ぞれの場におい
て活発な意見交
換が行われ、協
働の意識づくり
に一定の成果が
あったものと判
断する。テーマ
や懇談相手の研
究に努めなが
ら、今後とも事
業を継続する。

自己分析：市民
活動等の意義や
役割などの基礎
知識、各地の事
例などを含め
た、地域で活躍
するためのノウ
ハウなどについ
て学ぶ、全３回
の連続講座であ
る「地域力ＵＰ
講座」を開催し
た他、砂川市体
育協会との懇談
会を実施した。
それぞれの場に
おいて活発な意
見交換が行わ
れ、協働の意識
づくりに一定の
成果があったも
のと判断する。
テーマや懇談相
手の研究に努め
ながら、今後と
も事業を継続す
る。

自己分析：前年
同様、全３回の
連続講座である
「地域力ＵＰ講
座」を開催し
た。それぞれの
場において活発
な意見交換が行
われ、協働の意
識づくりに一定
の成果があった
ものと判断す
る。まちづくり
懇談会について
は新型コロナウ
イルスの影響に
より予定してい
た事業を中止す
ることとなっ
た。今後も住民
ニーズに沿った
事業内容を模索
しながら、継続
する。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により地域力
UP講座を縮小開
催とし、まちづ
くり懇談会につ
いては中止する
こととなった。
今後も住民ニー
ズに沿った事業
内容を模索しな
がら継続する。

判断理由：活動
指標である懇談
会等の開催回数
が計画値に満た
ないため、達成
度については若
干低い評価とな
るが、懇談会の
相手方もある程
度絞られてきた
状況において、
把握した課題の
早期解決の検
討、及び実施、
又、講座をきっ
かけとした市民
活動団体の立ち
上げ等、市民の
協働意識の醸成
と協働に対する
理解を浸透させ
るための環境づ
くりという点で
一定の成果が上
がっており、総
合評価は普通と
判断した。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

H30：協働のまちづくりを進めるうえで、協働の担い手となる市民をはじめ、市民活動団体等と意見交換を行う
ことは、市民と市が目的や課題などを共有し、相互理解を図るためにも必要である。また、講座を継続して開催
することにより、多くの市民に協働意識の醸成と協働に対する理解を浸透させていくことも必要であると考え
る。今後は、地域に貢献したいと考えている人や、地域を引っ張っていく人材の掘り起こしを図るとともに、市
民と行政との間の信頼関係を築き合うために意見交換の機会の増加に努めていくこととしたい。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：協働
のまちづくりを
進めるうえで欠
かせない市民活
動、地域活動を
担っていく人材
の確保、育成を
図ることを目的
に市民活動等入
門講座を全3
回、市民活動等
ステップアップ
講座を全2回開
催した他、入門
講座受講生と砂
川手話の会との
懇談会を実施し
た。それぞれの
場において闊達
な意見交換が行
われ、協働の意
識づくりに一定
の成果があった
ものと判断す
る。テーマや懇
談相手の研究に
努めながら、今
後とも事業を継
続する。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：協働のまちづくりを進めるうえで、協働の担い手となる市民をはじ
め、市民活動団体等と意見交換を行うことは、市民と市が目的や課題など
を共有し相互理解を図るためにも必要である。また、講演会等を開催する
ことにより、多くの市民に協働意識の醸成と協働に対する理解を浸透させ
ることも必要であり、継続する事業と考える。
今後は、より多くの市民と目的を共有し信頼関係を築き合うためにも、意
見交換の機会の増加に努める必要があることから、事業の目的、手段、成
果など共通点の多い、広報広聴係の広聴事業（市長と語ろう）との連携、
共同開催等についても検討したい。

H28：協働のまちづくりを進めるうえで、協働の担い手となる市民をはじ
め、市民活動団体等と意見交換を行うことは、市民と市が目的や課題など
を共有し、相互理解を図るためにも必要である。また、講座を継続して開
催することにより、多くの市民に協働意識の醸成と協働に対する理解を浸
透させていくことも必要であると考える。
今後もより多くの市民と目的を共有し、信頼関係を築き合うため、広報広
聴係の広聴事業との連携、協働のまちづくり企業訪問の共催とも併せ、市
民との意見交換の機会の増加に努めていくこととしたい。

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

5

2

成果指標１
（単位/％　）

100.0

100.0

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回　）

指標の求め方：懇談会等の開催回数

成果指標１（「成果」をもとに設定）
指標名：懇談会等で出された課題や意見等につい
て解決策や施策を検討した割合

指標の求め方：懇談会等で出された課題や意見等のうち解決策や施策を検討した件数/懇談会等で出された課題や意見等の件数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：懇談会等の開催回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 6,799,000 6,799,000 0 6,799,000

0 5,322,000 5,322,000 0 5,322,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

40,000 40,000 40,000 120,000 10,172,000 172,000 10,542,000 819,000 819,000 819,000 819,000 3,276,000 13,938,000

40,000 170,000 166,000 376,000 236,000 819,000 1,253,000 819,000 819,000 819,000 959,000 3,416,000 5,045,000

30,240 165,048 156,240 351,528 236,324 817,876 1,587,504 818,046 818,800 818,954 958,034 3,413,834 5,352,866

40,000 40,000 40,000 120,000 10,172,000 172,000 10,542,000 819,000 819,000 819,000 819,000 3,276,000 13,938,000

40,000 170,000 166,000 376,000 7,035,000 819,000 8,052,000 819,000 819,000 819,000 959,000 3,416,000 11,844,000

30,240 165,048 156,240 351,528 5,558,324 817,876 6,909,504 818,046 818,800 818,954 958,034 3,413,834 10,674,866

消耗品費
9,000円
保守点検委託料
950,000円

消耗品費
9,000円
保守点検委託料
810,000円

消耗品費
9,000円
保守点検委託料
810,000円

レンタルサー
バー借上げ料

消耗品費
9,000円
保守点検委託料
810,000円

リニューアル
6,799,000円
消耗品費
9,000円
保守点検委託料
195,000円
器具借上料
32,000円

普通旅費
27,000円
消耗品費
9,000円
保守点検委託料
130,000円
器具借上料
32,000円

消耗品費
9,000円
保守点検委託料
810,000円

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

消耗品費の減

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

国 費 計　画　額

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

インターネットの利用者 常に新しい市政情報をわかりやすく提供し、多くの方に利用されることにより市政に対する関心や理解が高まる。

第３次実施４カ年計画

実施４カ年
合　　　計

新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係

目的
(何のために実施する
のか）

わかりやすい広報機能を充実させるとともに、タイムリーな情報をより多くの方に提供する。 各課で作成した情報などを集約し、インターネットを通じて市政情報などを提供する。

予算計上額

実　績　額

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 ホームページ管理事業 平成　12　年度　～　　―　年度

事業性質区分

(26年度)

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

平成12年10月に開設、当初は広報広聴係が一括情報発信していたが、平成14年度に地域イントラネットの整備により、情報通信基盤の高度化が図られた。
平成15年４月ホームページのリニューアルを図り、担当課・係からも直接情報発信を行う体制となる。なお、平成18年度よりバナー広告の有料掲載を開始している。
現在のホームページは平成21年９月にリニューアルしたもので、より各課での更新がしやすいことに加え、全体のページの統一感が出るよう様式を定め運用を行っている。

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実　績　額

消耗品費の減

予算計上額

198,000

予算計上額 198,000

実　績　額

予算計上額 198,000

前年度予算と
の比較

（増減理由）

消耗品の減消耗品費の減

198,000

実　績　額 533,304

事業費予算の
内容

前年度同額 前年度同額前年度同額 委託料を前年度
実績額で予算計
上したことによ
る減

レンタルサー
バー借上げ料
30,240円
ホームページ保
守委託料
126,000円
消耗品
9,000円

レンタルサー
バー借上げ料
31,000円
ホームページ保
守委託料
130,000円
消耗品
9,000円

一 般 財 源 計　画　額

実　績　額

計　画　額

533,304

事 業 費 合 計

業者変更による
保守費の増

普通旅費を新た
に計上したこと
や消費税率の変
更に伴う増

前年度同額 消費税や人件費
の増加による保
守点検委託料の
増

計　画　額

リニューアルの
プローポーザル
による減※3月
補正

実績との比較
（増減理由）

消耗品費の減 委託料の見積合
せによる減

消耗品費の減
※3月補正

サーバー移行委
託料を補正計上
したことによる
増※3月補正

リニューアル費
用の計上と保守
費の増

予算計上額

ホームページの
保守委託料を新
規で予算計上し
たことによる増

実　績　額

地 方 債



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 2 2 2 2 2 2 2 2 2

実績値 2 1 2 4 3 3 3 4 3

計画値 162,000 169,300 176,600 191,200 198,500 205,800 213,100 220,400 227,700

実績値 169,728 184,442 201,403 318,484 314,737 324,651 353,234 402,462 529,897

達成されている 達成されている 達成されている

上がっている 上がっている 上がっている

上がっている 上がっている 上がっている

総合評価 普通である 普通である 良好である

自己分析：
市長の動静、部
長のページなど
新たに作成され
たページにより
更新頻度が上
がっている。ま
た、そのほかの
ページ内容も随
時更新や見直し
を行っており内
容の充実を図っ
ている。ただ
し、閲覧件数は
上がっているも
のの、制度の周
知などのページ
については、ア
クセス数はそれ
ほど伸びていな
いものと思われ
る

自己分析：
従来から開設し
ている「市長の
動静」や「部長
のページ」「ト
ピックス」と
いった住民に深
くかかわりあい
のあるページの
更新頻度が高い
ことが閲覧数の
増加要因の一つ
になっていると
分析している。

自己分析：
市民活動の様子
を多く掲載する
「市長動静」は
親しみやすい内
容となってお
り、情報の更新
も早い。「ト
ピックス」につ
いてもページ構
成の主体が市民
であり、古い情
報のままになる
ことがないよう
に心がけてい
る。アクセス数
が堅実な伸びを
見せているのは
これらのことが
大きな要因に
なっているもの
と思われる。

判断理由：
指標の上では、
新規ページの開
設についてはほ
ぼ計画とおり推
移している。成
果指標として定
めたアクセス数
についても計画
値を大幅に上回
る実績を残して
いる。
しかし、使い勝
手の面では一部
の機能に未熟な
点もあることか
ら普通と判断し
た。

自己分析：
ホームページリ
ニューアルによ
り訪問者の利便
性の向上が図ら
れたと考えられ
る。飲酒運転の
事故などが相次
いでマスコミ報
道されたことに
より砂川市が注
目されアクセス
数の増加になっ
たと考えられ
る。

自己分析：
昨年度は飲酒運
転の事故などに
よりアクセス数
が集中していた
が、今年度は8
月に発生した災
害の集中時を除
いて10月までは
減少した。しか
し、11月以降は
前年よりも上
回っており、今
後も情報の提供
をより効果的に
出せるようホー
ムページにおい
ても工夫をして
いきたい。

判断理由：
新規ホームペー
ジの新規開設な
どにより、成果
指標以上の成果
が出ており、実
績を残してい
る。

自己分析：
旅行雑誌や観光
のマスメディア
の宣伝効果もあ
り、件数増加に
つなげることが
出来た。６月以
降はセキュリ
ティサーバの増
強により各自治
体からの閲覧が
減っていると見
られる。災害な
どの際は閲覧件
数も増加してい
ることからこま
めな情報提供と
積極的なページ
の更新に対応し
ていきたい。

自己分析：
旅行雑誌や観光
のマスメディア
の宣伝効果に加
え、9月に発生
したブラックア
ウトや台風によ
る周知などが件
数増加につな
がった。新規
ページ開設など
こまめな情報提
供と積極的な
ページの更新に
対応していきた
い。

自己分析：
旅行雑誌や観光
のマスメディア
の宣伝効果に加
え、２月頃から
発生した新型コ
ロナウイルス感
染症による周知
などが件数増加
につながった。
新規ページ開設
などこまめな情
報提供と積極的
なページの更新
に対応していき
たい。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症関連
の情報の更新が
多く、緊急事態
宣言などの後は
特にアクセス数
の増加がみら
れ、また事件等
の発生の際にも
同様の傾向がみ
られる。必要な
情報をこまめに
提供できた成果
と考えている。

判断理由：
新規ホームペー
ジの新規開設な
どに加えて、災
害発生時に情報
を提供するなど
によりアクセス
数が伸びている
ことから、成果
指標以上の成果
が出ており、実
績を残している
ので良好と判断
した。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：新規ページの開設数 指標の求め方：新規ページの開設数（各課の事業周知ページをのぞく）

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：アクセス数 指標の求め方：年間総アクセス数（全ページ合計）

254,156

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/箇所）

2

3

成果指標１
（単位/件　）

183,900

事業の効率性
(事業費に対する成果)

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
ホームページは、より新しい情報を迅速に伝えることが可能な重要
なツールであり、進展する情報化社会に対応するためにも不可欠な
事業である。

H28：
広報紙よりも、より早く、より新しい情報を迅速に伝えることので
きるツールとして非常に重要な立ち位置となってきている。情報化
社会に対応するためにも不可欠な事業である。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

H30：
ホームページは、より早く、より新しい情報を迅速に伝えることができるツールであり、非常に重要な
立ち位置となってきている。特に災害発生などの際には欠かせない事業となってきている。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
「市長動静」や
「トピック
ス」、「地域お
こし協力隊」と
いった親しみや
すい記事の閲覧
者への浸透・定
着化とそのリ
ピーター効果、
さらには「ふる
さと納税制度」
への関心の高ま
りなどが、アク
セス数増加の主
な要因になった
と考えている。



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

　－　－ －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

42,000 42,000 42,000 126,000 46,000 46,000 138,000 37,000 37,000 37,000 37,000 148,000 412,000

42,000 42,000 42,000 126,000 37,000 37,000 116,000 37,000 37,000 37,000 37,000 148,000 390,000

25,373 19,000 27,125 71,498 34,345 33,446 95,430 29,932 33,800 33,578 19,768 117,078 284,006

42,000 42,000 42,000 126,000 46,000 46,000 138,000 37,000 37,000 37,000 37,000 148,000 412,000

42,000 42,000 42,000 126,000 37,000 37,000 116,000 37,000 37,000 37,000 37,000 148,000 390,000

25,373 19,000 27,125 71,498 34,345 33,446 95,430 29,932 33,800 33,578 19,768 117,078 284,006

食糧費（懇親会
時の飲み物代）

食糧費（懇親会
時の飲み物代）

消耗品費
10,000円
食糧費
5,000円
印刷製本費
6,000円
通信運搬費
16,000円

消耗品費
10,000円
食糧費
5,000円
印刷製本費
6,000円
通信運搬費
16,000円

消耗品費
10,000円
食糧費
5,000円
印刷製本費
6,000円
通信運搬費
16,000円

消耗品費
10,000円
食糧費
5,000円
印刷製本費
6,000円
通信運搬費
16,000円

前年度同額

事業費予算の
内容

前年度同額 食糧費の減

消耗品費
10,000円
食糧費
5,000円
印刷製本費
6,000円
通信運搬費
16,000円

消耗品費
10,000円
食糧費
5,000円
印刷製本費
6,000円
通信運搬費
16,000円

消耗品費
9,000円
食糧費
11,000円
印刷製本費
6,000円
通信運搬費
16,000円

消耗品費
9,000円
食糧費
11,000円
印刷製本費
6,000円
通信運搬費
16,000円

実績との比較
（増減理由）

印刷製本費の減 食糧費、通信運
搬費の減が主な
理由

消耗品費、食糧
費の減
※3月補正

消耗品費、食糧
費の減
※3月補正

食糧費、印刷製
本費の減
※3月補正

消耗品費、食糧
費の減
※3月補正

食糧費、印刷製
本費の減
※3月補正

消耗品費、食糧
費の減
※3月補正

消耗品費、食糧
費の減
※3月補正

前年度同額 前年度同額 前年度同額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

実　績　額

予算計上額

27,639実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 46,000

42,000

消耗品費、食糧
費の減
3月補正▲5,000
円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

印刷製本費の増
8,000円

前年度同額 前年度同額 前年度同額

27,639

予算計上額

一 般 財 源 計　画　額 46,000

42,000

実　績　額

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

計　画　額道 費

実　績　額

予算計上額

地 方 債 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

「市長の企業訪問」は、平成11年度から実施し、平成19年度までに延べ183社を訪問した。
また、「市長とグループサークル懇談会」は、平成13年度から「市長とすながわを語ろう」と称し懇談を行い、平成19年度までに、延べ19のグループ・サークルなどと懇談している。
現在は施設見学会終了後などに行っている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

実施３カ年
合　　　計

市長と関係部課長が市内の企業や対象グループなどの活動先を直接訪問し、フリートーク形式で懇談する。
目的
(何のために実施する
のか）

市民参画の一環として、市内企業の経営者より経営状況や市内の経済情勢、まちの活性化に向けた提言などを聞いた
り、ボランティアなど特色ある活動をしているグループ・サークルなどと市長が懇談を行い、その中から普段の活動を
通じて「市政にどのようなことを感じているのか」を聴いたりすることで、今後のまちづくりに向けた相互理解を図
る。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

企業訪問：市内で事業を営む経営者
グループサークル懇談会：おおむね10人以上で活動している市内のグループやサークルなど

市民が市政に対しどう感じているのか、市長はまちづくりに対してどのような考えを持っているのかを、お互いに理解
することができるよう、まちの活性化に向けた提言をはじめ、市民が日ごろ感じていることなどを聴くことができる。

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 広聴事業(企業訪問・市長と語ろう) 平成　11　年度　～　　―　年度

第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 4 4 4 4 4 4 4 4 4

実績値 2 1 36 7 9 2 1 1 0

計画値 40 40 40 40 40 40 40 40 40

実績値 26 30 74 29 30 24 10 11 0

あまり達成されていない ほぼ達成されている 達成されていない

変わらない 少し上がっている
あまり上がってい

ない

変わらない 少し上がっている
あまり上がってい

ない

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
企業訪問は、新
規設立企業や特
徴的な実績があ
る企業への訪問
とすることとし
たため、23年度
は実施しなかっ
た。
市長と語ろうの
実施は、2団体
となったが、実
施する回数、団
体とももっと考
慮すべきであっ
た。また、まち
づくり協働課で
行う懇談会と、
テーマや団体に
ついても考慮し
て行わなければ
ならない

自己分析：
企業訪問は、新
規設立企業や特
徴的な実績があ
る企業への訪問
に限定するとい
う市長の方針に
より今年度も実
施していない。
市長と語ろうに
ついては、一度
のみの開催で
あったため開催
機会の確保が次
年度に向けての
課題である。

市長と語ろう
10月3日開催
参加者30人

自己分析：
第1次実施3カ年
計画中では、過
去2年間は「市
長と語ろう」の
実績しかなかっ
たが、今年度は
これに加えて砂
川建設協会加盟
業者39社中、35
社の企業訪問を
実施したことが
各指標の大幅な
増につながって
いる。

判断理由：
過去2年間、企
業訪問を実施し
ておらず、事業
の達成度及び成
果ともに低い評
価をせざるを得
ない。
予算執行率は過
去2年の平均が
およそ50％であ
るが、特に食糧
費について状況
に応じた歳出執
行に努めた結果
である。
各年度とも、さ
らにあと1回程
度の事業実績を
残すことができ
れば、総合評価
も上向くことが
見込まれるた
め、今回の評価
は普通と判断し
た。

自己分析：
企業訪問は6
件、「市長と語
ろう」を合わせ
て7件であっ
た。農家の方へ
の訪問も予定し
ていたが、市長
とのスケジュー
ルの調整が合わ
なかったことも
あり、今後の課
題でもある。

市長と語ろう
10月9日開催
21人

自己分析：
企業訪問は8件
「市長と語ろう
を合わせて9件
であった。農家
の方への訪問も
できたが、他業
種への訪問が今
後の課題でもあ
る。

市長と語ろう
10月25日開催
11人

判断理由：
25、26年度と企
業訪問を実施し
ており、達成度
及び成果ともに
大幅に上回るこ
とができた。市
長とのスケ
ジュール調整な
どにより、訪問
の濃淡が出てし
まうため、2年
度間だけで見れ
ば評価は良好と
も見て取れる
が、27年度は活
動、成果指標と
も上回ることが
できなかったこ
とから、普通と
評価した。

自己分析：
企業訪問は0件
となり、今後は
協働推進係とと
もに市民団体な
どの懇談も視野
に入れていきた
い。子育て支援
センターで実施
している0歳児
を対象のベビー
サロンにおい
て、市長と子育
てについて懇談
をし、30年度の
予算で各原課に
おいて対応でき
たことは大きな
実績となったと
考える。
市長との懇談会
7月20日開催
12人
市長と語ろう
10月11日開催
12人

自己分析：
企業訪問は昨年
と同様の0件と
なり、協働推進
係とともに市民
団体などの懇談
も視野に入れて
いきたい。

市長と語ろう
10月4日開催
10人

自己分析：
企業訪問は昨年
と同様の0件と
なった。協働推
進係とともに市
民団体の懇談を
計画していた
が、新型コロナ
ウイルス感染症
の影響により中
止となってし
まった。今後も
市民団体などの
懇談も視野に計
画をしていきた
い。

市長と語ろう
10月3日開催
11人

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により、企業
訪問、「市長と
語ろう」につい
ては中止となっ
た。協働推進係
とともに市民団
体の懇談を計画
していたが、こ
れも感染症の影
響により中止と
なってしまっ
た。今後も市民
団体などの懇談
も視野に計画を
していきたい。

判断理由：
企業訪問自体は
0件となってし
まった。ただ、
子育ての懇談や
市民活動団体に
おける懇談など
は協働推進係で
行っていること
から、普通と評
価した。

今後の方向性 手段の見直し 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１
（単位/回　）

4

64

成果指標１
（単位/人　）

40

107

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

指
標

H30：
市内企業自体はほぼ訪問をしたため0回となってしまった。ただ、市長がこの事業主体ではなく個別に
企業や事業主を訪問をしている例があることから、今後どのような形態が良いのかそしてスケジュール
の調整など課題はあるものの、引き続き、「市政にどのようなことを感じているのか」を聴くことによ
り、まちづくりの活性化に向けて取り組んでいきたい。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
砂川商店会連合
会加盟店舗84社
中、63店舗への
企業訪問を実施
できたことが各
指標実績値の大
幅な増につな
がっている。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
平成25年4月に行われた機構改革により市長公室課が新たに設置さ
れ、広聴事業を所管する広報広聴係と協働のまちづくりを所管する
協働推進係が同一の課で業務を取り進めることとなったことから、
開催回数の増に向け、目的の一部が近似している両係が連携し、事
業を共同開催することができないか検討したい。

H28：
協働推進係と広報広聴係が一緒になって企業訪問をとり進めること
ができてから、回数の大幅増となった。スケジュールの調整など課
題はあるものの、引き続き、「市政にどのようなことを感じている
のか」を聴くことにより、まちづくりの活性化に向けて取り組んで
いきたい。

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：参加者数 指標の求め方：参加者数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：開催回数 指標の求め方：開催回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

(26年度)

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市内に在住、在勤または在学するおおむね10人以上の仲間や各種団体
市民が知りたい情報を提供することで、市民との情報の共有化が図られる。また、市民と直接対話することで、市政に
対しどう感じているのかを知ることができるとともに、職員の説明責任を果たすための資質向上などにつながる。

第３次実施４カ年計画

実施４カ年
合　　　計

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係

目的
(何のために実施する
のか）

市民との情報の共有化、顔が見える行政サービスによる市民との相互理解の深化、説明責任を果たすための職員自身の
研鑽・資質の向上を図り、市民参加によるまちづくりを推進することを目的とする。

毎年、各課に出前講座内容を検討、見直しを行い、広報広聴課にて実施可能な講座を集約し市民に広報する。申し込み
団体からの申請に基づき、各課の管理職員等が講師として直接出向き、所管する事務事業などの説明を行うとともに、
参加者からまちづくりに対する意見などをうかがう。

予算計上額

実　績　額

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 まちづくり出前講座事業 平成　14　年度　～　　―　年度

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

国 費 計　画　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

市からの情報提供の手段として「出前講座」の実施を望む市民の声が多いことから、平成14年度より職員が各種団体の要望に基づき、直接出向いて所管事務の現状等の説明を行う「砂川まちづくり出前講座」を開設し、市民と協働によるまち
づくりに向けた相互理解に取り組んでいる。

道 費 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

予算計上額 0

実　績　額 0

事業費予算の
内容

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

実　績　額

0

実績との比較
（増減理由）

実　績　額

地 方 債 計　画　額

事 業 費 合 計 計　画　額



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 10 10 10 10 10 10 10 10 10

実績値 5 10 3 2 7 9 10 15 5

計画値 24 24 24 24 24 24 24 24 24

実績値 13 10 16 15 11 18 32 37 11

ほぼ達成されている ほぼ達成されている ほぼ達成されている

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
新しいメニュー
の追加やメ
ニューにないも
のであっても、
出来る限り担当
課と調整し行っ
ている。しか
し、申し込みが
特定のメニュー
に偏ったり、同
じ団体による申
し込みが多いな
ど、より広く利
用してもらうた
めに、方法など
を見直していか
なくてはならな
い

自己分析：
活動指標は前年
度と比べ倍増し
計画値と同数と
することができ
たが、実績値に
対する担当課の
数は6という状
況であるため、
メニューの創出
にはもっと多く
の課にかかわっ
てほしいと考え
ており、そのこ
とが成果指標の
増に多少なりと
も影響するとみ
ている。

自己分析：
活動指標は計画
値を下回った
が、実際にはメ
ニューにはない
講座も開催して
いる。全体のう
ち、町内会や老
人クラブの利用
が半数以上を占
めている。老人
クラブについて
は、前年度に引
き続いての利用
や複数回利用し
た団体もある。
これらの団体で
は活動の一環と
して出前講座が
ある程度定着し
ているものと考
えられる。

判断理由：
活動指標は平成
24年度は当初計
画していたとお
りの実績を残す
ことができた
が、初年度は計
画値の半分にと
どまった。成果
指標について
は、2か年とも
に計画値の半分
程度の低水準で
推移している
が、ほぼ一年を
通じて開催実績
を残しているこ
とから普通と判
断した。

自己分析：
昨年は「悪質商
法」対策の内容
がタイムリーな
ものとして取り
上げられた。今
年は「マイナン
バー」が大きな
話題とってお
り、出前講座自
体の回数の大半
を占めているも
のの、押し上げ
る要因とはなら
なかった。引き
続き、市民が関
心を持てる、タ
イムリーなメ
ニュー創出が必
要であると考え
ている。

自己分析：
新メニュー数につ
いては昨年度より
も多くなったもの
の、回数としては
減となってしまっ
た。出前講座に依
頼するのではな
く、申込やその後
のアンケートが多
少の手間となるこ
とから、出前講座
を知っている市民
は直接原課に頼ん
でいる現状があ
る。申込やアン
ケートの方法を簡
素化していけるよ
うに考えていきた
い。

判断理由：
活動指標、成果
指標ともに実績
値は下回ってい
るが、行政サー
ビスの理解を深
めてもらうなど
の実績を住民に
知ってもらう上
で重要な役割を
果たしていると
認識している。
今後はメニュー
が固定化しない
ようにタイム
リーなメニュー
作りが必要と考
え普通とした。

自己分析：
新メニュー数は
昨年度よりも多
くなり、定期的
に出前講座を開
催しているグ
ループが出てき
たことによって
参加者、参加回
数ともに昨年度
よりも多くなっ
てきた。来年度
以降についても
メニューの刷新
など市民が関心
を持てるメ
ニュー作りを心
がけたい。

自己分析：
新メニュー数は
昨年度よりも多
くなり、また、
定期的に出前講
座を開催してい
るグループが出
てきたことに
よって参加者、
参加回数ともに
昨年度よりも多
くなってきた。
市民が関心を持
てるタイムリー
なメニュー作り
を心がけたい。

自己分析：
新メニュー数は
市立病院の協力
により、昨年度
よりも多くな
り、また、定期
的に出前講座を
開催しているグ
ループが増えて
きたことによっ
て参加者、参加
回数ともに昨年
度よりも多く
なった。市民が
関心を持てるタ
イムリーなメ
ニュー作りを心
がけたい。

自己分析：
全体メニュー数
は微増したもの
の、新メニュー
の開設および開
催数は計画値を
下回った。新型
コロナウイルス
感染症の影響に
より、緊急事態
宣言下などで開
催ができる状況
になかったこ
と、市立病院の
講座が開催でき
なかったことも
あり、開催数が
激減してしまっ
た。

判断理由：
市立病院に協力
をしてもらい、
メニューを増や
したことにより
活動指標、成果
指標ともに実績
値を上回ってき
た。今後も興味
を引くような
テーマでタイム
リーなメニュー
作りが必要であ
ることに加え、
29年度は実績を
下回っているこ
とから普通とし
た。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：新メニューの数 指標の求め方：出前講座における新たなメニューの数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：開催回数 指標の求め方：開催回数

19

成果指標１
（単位/回　）

24

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/個　）

10

3

事業の効率性
(事業費に対する成果)

H30：
この事業は市民に行政サービスによる市民との相互理解を深めることや職員自身の研鑽など「広報」と
「広聴」の二つの部分を兼ね備えており、出前講座の市民の認知度も高くなってきている。今後も市民
が興味を引くようなタイムリーな話題をメニュー作りをしていきながら継続開催をしていきたい。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
計画値には及ば
なかったもの
の、事業を開始
して以来、2番目
の開催回数と
なった。「悪質
商法」対策を内
容とする
メニューはタイ
ムリーな話題と
して成果を上げ
る要因にもなっ
たと分析してい
る。実績を上げ
るためには引き
続き、講座メ
ニューにない事
柄に対する申し
込みにも柔軟に
対応する受け入
れ姿勢が必要と
考えている。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
この事業は市民に市政情報を提供する一方で、参加者のまちづくり
にかかわる意見を拝聴する内容となっており「広報」と「広聴」の
二つの要素を兼ね備えている。市民と行政が情報を共有し市民のた
めの市政を推進するためにも今後も継続して開催することが必要と
考えている。

H28：
この事業は市民に行政サービスによる市民との相互理解を深めるこ
とや職員自身の研鑽など「広報」と「広聴」の二つの部分を兼ね備
えており、出前講座の市民の認知度も高くなってきている。今後は
メニューを固定化させず、タイムリーな話題をメニューに加えつつ
継続開催をしていきたい。



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

9,245,000 9,245,000 9,245,000 27,735,000 9,695,000 9,695,000 29,085,000 9,780,000 9,802,000 9,802,000 9,802,000 39,186,000 96,006,000

9,245,000 9,039,000 9,539,000 27,823,000 9,330,000 9,802,000 29,739,000 9,551,000 9,697,000 10,467,000 10,770,000 40,485,000 98,047,000

8,778,770 8,927,865 9,270,312 26,976,947 9,346,533 9,369,604 28,326,449 8,904,079 9,257,105 9,881,325 9,734,233 37,776,742 93,080,138

9,245,000 9,245,000 9,245,000 27,735,000 9,695,000 9,695,000 29,085,000 9,780,000 9,802,000 9,802,000 9,802,000 39,186,000 96,006,000

9,245,000 9,039,000 9,539,000 27,823,000 9,330,000 9,802,000 29,739,000 9,551,000 9,697,000 10,467,000 10,770,000 40,485,000 98,047,000

8,778,770 8,927,865 9,270,312 26,976,947 9,346,533 9,369,604 28,326,449 8,904,079 9,257,105 9,881,325 9,734,233 37,776,742 93,080,138

広報紙印刷
24回
広報委員報酬
63名

広報紙印刷
24回
広報委員報酬
63名

広報委員業務謝礼
4,205,000円
印刷製本費
6,100,000円
広報システム使用料
465,000円

広報委員業務謝礼
4,205,000円
印刷製本費
5,738,000円
広報システム使用料
524,000円

広報委員業務謝
礼
4,205,000円
印刷製本費
5,492,000円

広報委員業務謝
礼
4,205,000円
印刷製本費
5,346,000円

契約単価変更によ
る減

事業費予算の
内容

紙代の増と消費
税増税に伴う増

契約単価変更に
伴う減

広報委員業務謝
礼
4,202,000円
印刷製本費
5,600,000円

広報委員業務謝
礼
4,212,000円
印刷製本費
5,118,000円

広報委員業務謝
礼
4,202,000円
印刷製本費
6,405,000円

広報紙印刷
24回
広報委員報酬
63名

実績との比較
（増減理由）

入札による広報
印刷代の減

広報委員の配布
部数とページ数
の変更に伴う減

入札による広報印
刷代の減、広報委
員業務謝礼の減
システム見積りに
よる減

入札による広報
印刷代の減、広
報委員業務謝礼
の減

入札による広報
印刷代の減

印刷製本費ペー
ジ数の増、広報
委員業務謝礼の
減

印刷製本費、広
報委員業務謝礼
の減
※3月補正

入札による広報
印刷代の減、広
報委員業務謝礼
の減

入札による広報
印刷代の減、広
報委員業務謝礼
の減

契約単価変更に
よる増、市制施
行60周年による
フルカラー分

契約単価変更に
よる増
広報システム変
更による増

契約単価変更に
よる増

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

実　績　額

予算計上額

9,610,312実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 9,695,000

10,607,000

入札による広報印刷
代の減※3月補正▲
719,625円、広報委
員業務謝礼の減※3
月補正▲61,850円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度実績見込
みにより減

前年度実績見込
みにより減

契約単価変更に
伴う増

世帯数の減少に
伴う謝礼の減
契約単価変更に
よる増

9,610,312

予算計上額

一 般 財 源 計　画　額 9,695,000

10,607,000

実　績　額

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

計　画　額道 費

実　績　額

予算計上額

地 方 債 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

昭和26年に町政だよりとして発行を始め、昭和34年より広報委員制度が始まる。
平成11年度に見直しを行い、12年度から月３回の発行を２回へと変更するとともに、紙面の内容充実に取り組んだ。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

実施３カ年
合　　　計

｢広報すながわ｣はＡ４判で作成し、発行日は毎月1日と15日、年24回発行している。作成はパソコンにより自主編集し、
印刷製本を外部委託している。広報紙は広報委員63人により市内の全世帯に配布される。

目的
(何のために実施する
のか）

市民の暮らしに必要で身近な情報や市政運営状況などの行政情報をわかりやすくお知らせし、市民との情報の共有化を
図り、市政に対する関心を深めてもらう。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民
広報委員が地域を回り実地に確認することにより、すべての世帯へ確実に市政情報が提供される。また、特に重要な情
報については、特集記事などを通じてより具体的に市民に周知を図ることで、行政に対する関心や理解が深められる。

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 広報すながわ発行事業 昭和　26　年度　～　　―　年度

第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 24 24 24 24 24 24 24 24 24

実績値 24 24 24 24 24 24 24 24 24

計画値 190 190 190 190 190 190 190 190 190

実績値 154 163 157 127 122 129 149 166 175

達成されている 達成されている 達成されている

少し上がっている
あまり上がってい

ない
あまり上がってい

ない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
市長が変わった
ことによる、新
しい制度の周知
などにより、前
年よりも年間の
ページ数が増加
した。また、独
自の特集記事の
充実なども行っ
ている。ただ
し、新しい事業
の記事が増える
と、取材を行う
記事が少なく
なってしまう傾
向にある

自己分析：
成果指標実績は
前年度と比べ増
加しているもの
の、計画値未満
で推移してい
る。一概に取材
記事が最優先と
いうことはない
が、取材記事の
増を意識した紙
面づくりも心掛
けなければなら
ない。

自己分析：
計画値に対し
80％台の水準で
推移してきてお
り、満足のいく
結果にはなって
いない。
取材は紙面構成
の基本であり、
紙面全体に新鮮
味を与えるもの
という意識を持
ち、計画達成に
向けて今後も取
り組んでいきた
い。

判断理由：
広報すながわは
ホームページと
並び重要な情報
提供ツールであ
る。定期刊行物
としても順調に
発行を重ねてき
ており市民の暮
らしにも浸透し
ているものと思
われるが、総合
評価で良好以上
の判断をするた
めにはその要素
に欠ける。

自己分析：
取材の記事が最
優先ということ
ではないが、お
知らせ記事の関
係もあり、全て
を載せ切れてい
ない部分もあ
る。その補完的
な意味でもホー
ムページにて掲
載をしている
が、パソコンや
スマートフォン
などが無い人に
も計画達成に向
けて取り組んで
いきたい。

自己分析：
取材記事掲載数
は減少している
が、子育てや災
害発生記事など
特集記事などを
多く構成してい
る。紙面の都合
で取材した部分
は全てを載せき
れていないが、
ホームページと
補完しあいなが
ら計画達成に向
けて取り組んで
行きたい。

判断理由：
広報すながわは
重要な情報提供
ツールであり、
定期刊行物とし
ても順調に発行
を重ねている。
市民の暮らしに
も広報が浸透し
ているが、成果
指標としては紙
面の都合もあ
り、伸ばすこと
は非常に難し
い。補完である
ホームページな
どの発信も引き
続き取り組みを
強化しながら、
総合評価は普通
としたところで
す。

自己分析：
取材の記事掲載
数は減少してい
るが、子育てに
関する記事など
の特集も構成し
ている。紙面の
都合で全ては載
せ切れないの
で、取材に行っ
て掲載できない
ものについては
随時ホームペー
ジに掲載をし周
知をし計画達成
に取り組んでい
きたい。

自己分析：
取材の記事掲載
数は成果指標よ
りも少なくなっ
ているが、市政
施行60周年記念
広報や独自での
取材で広報に掲
載をすることが
できた。紙面の
都合上、取材し
ても掲載できな
い記事が数多く
あるので、その
場合は随時ホー
ムページにて掲
載をしている。
今後も目標達成
に向け取り組ん
でいきたい。

自己分析：
取材の記事掲載
数は成果指標よ
りも少なくなっ
ているが、独自
での取材で広報
に掲載をするこ
とができた。紙
面の都合上、取
材しても掲載で
きない記事が数
多くあるので、
その場合は随時
ホームページや
地デジ広報にて
掲載をし市民に
周知をしていき
たい。

自己分析：
取材の記事掲載
数は計画値より
も少なくなって
いるが、新型コ
ロナウイルス感
染症の関連情報
を数多く掲載す
る年となり、そ
の時々により必
要な情報を提供
できたと考え
る。一方で感染
症による影響で
イベント等が大
幅に中止となり
取材の機会が激
減したが、引き
続き、市民に身
近で必要な情報
を周知できるよ
う取り組むこと
としたい。

判断理由：
広報すながわは
重要な情報提供
ツールであり、
定期刊行物とし
ても順調に発行
を重ねている。
市民の暮らしに
も広報が浸透し
ているが、紙面
の都合もあり、
成果指標を伸ば
すことは非常に
難しい。ホーム
ページなどでの
発信もしながら
取り組みを進め
たい。そのため
総合評価は普通
としたところで
す。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１
（単位/回　）

24

24

成果指標１
（単位/件　）

190

143

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

指
標

H30：
市政情報や砂川市のトピックスは迅速性が求められる。広報紙においては紙面の都合上、全てを載せる
ことができないためピックアップして乗せているのが現状である。ホームページを見ることができない
世帯にとっては、広報すながわが市政やトピックスを知る上で最も重要で不可欠なものと考えられるこ
とから今後も継続をする必要がある。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
毎号、情勢に応
じた紙面構成と
なるように心が
けているが、結
果的に成果指標
が計画値を下
回った。取材記
事については今
後も必要に応じ
て掲載していか
なければならな
い。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
市政情報やまちの話題などの情報を提供する手段の一つとしては、
ホームページが大きなものとなっている中で、ホームページを見る
ことができない世帯にとっては、広報すながわが最も重要で不可欠
なものであり今後も継続する必要性がある。

H28：
市政情報や砂川市のトピックスは迅速性が求められる。広報紙にお
いては紙面の都合上、全てを載せることができないためピックアッ
プして乗せているのが現状である。ホームページを見ることができ
ない世帯にとっては、広報すながわが市政やトピックスを知る上で
最も重要で不可欠なものと考えられることから今後も継続をする必
要がある。

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：取材記事掲載数 指標の求め方：取材した内掲載した数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：広報発行回数 指標の求め方：年間発行回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

73,000 73,000 73,000 219,000 73,000 73,000 219,000 84,000 84,000 84,000 84,000 336,000 774,000

73,000 73,000 71,000 217,000 83,000 84,000 238,000 84,000 84,000 86,000 86,000 340,000 795,000

63,000 71,000 70,000 204,000 82,840 84,000 249,680 83,860 105,000 86,000 31,000 305,860 759,540

73,000 73,000 73,000 219,000 73,000 73,000 219,000 84,000 84,000 84,000 84,000 336,000 774,000

73,000 73,000 71,000 217,000 83,000 84,000 238,000 84,000 84,000 86,000 86,000 340,000 795,000

63,000 71,000 70,000 204,000 82,840 84,000 249,680 83,860 105,000 86,000 31,000 305,860 759,540

バス借上げ料
55,000円
写真入賞者用賞
品
31,000円

バス借上げ料
55,000円
写真入賞者用賞
品
31,000円

バス借上げ料
53,000円
写真入賞者用賞
品
31,000円

バス借上げ料
40,000円
写真入賞者用賞
品　33,000円

バス借上げ料
53,000円
写真入賞者用賞
品
31,000円

バス借上げ料
52,000円
写真入賞者用賞
品
31,000円

バス借上げ料
40,000円
写真入賞者用賞
品　31,000円

バス借上げ料
53,000円
写真入賞者用賞
品
31,000円

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

60周年記念事業
における金額の
増

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

国 費 計　画　額

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民
砂川市のまちをじかに見ることにより、まちづくりの進展を実感したり、砂川を撮影することによって郷土に対する愛
着とまちづくりに対する関心が深められる。また、作品を鑑賞することによって、普段何げなく暮らしている砂川を見
直すきっかけとなり、まちの良さを再発見、再認識することにつながるとともに市政に対する理解が深められる。

第３次実施４カ年計画

実施４カ年
合　　　計

新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係

目的
(何のために実施する
のか）

市民がまちづくりの現状や生活関連の公共施設、民間企業の工場などを直接見ることで、砂川市に対する理解を深める
とともに、まちづくりへの関心を一層喚起するため施設見学会を行う。
また、市民参加によるまちづくりの一環として、市民が目にしたり感じたりした砂川を写真を通じてＰＲし、砂川の良
さを市内外の方に広く再発見、再認識してもらう。

施設見学会は、広報紙で参加者を募集し、見学当日はバスを借り上げ、市内の施設など10か所程度を見学。
砂川を紹介する写真は、テーマを設け広報誌等により作品を公募し、応募のあった作品を審査のうえ各賞を選考し表彰
する。応募のあった全作品は市内各所において展示会を実施し、市民に公表する。

予算計上額

実　績　額

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 広報事業(施設見学会、砂川を紹介する写真) 　　　　―　年度　～　　　―　年度

事業性質区分

(26年度)

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実　績　額

写真入賞者用賞
品における金額
の減

予算計上額

73,000

予算計上額 71,000

実　績　額

予算計上額 71,000

前年度予算と
の比較

（増減理由）

同額 施設見学会中止
により、バス借
上げ料減。※3
月補正▲55,000
円

同額

73,000

実　績　額 82,840

事業費予算の
内容

前年同額 バス借上げ料単
価の増

前年度同額 報償費の減

バス借上げ料
40,000円
写真入賞者用賞
品　31,000円

バス借上げ料
40,000円
写真入賞者用賞
品　33,000円

一 般 財 源 計　画　額

実　績　額

計　画　額

82,840

事 業 費 合 計

バス借上げ料単
価の増

前年度同額 前年同額 前年同額

計　画　額

前年同額

実績との比較
（増減理由）

賞品単価と表彰
対象人数の変更
に伴う減

表彰内容の変更
に伴う広報公募
写真報償の減
※3月補正

バス借上げ料単
価の増

バス借上げ料単
価の増

予算計上額

前年度同額

実　績　額

地 方 債



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 2 2 2 2 2 2 2 2 2

実績値 2 2 2 2 2 2 2 2 1

計画値 40 40 40 40 40 40 40 40 40

実績値 27 44 38 48 28 40 30 37 35

ほぼ達成されている ほぼ達成されている ほぼ達成されている

上がっている 上がっている 変わらない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
23年度は、どち
らも参加者数
（応募者）は減
少した。しか
し、見学場所や
募集テーマの設
定によって変わ
るものであり、
新規の参加者な
どもあるため、
参加者数が減っ
たからと言って
一概に成果がな
いとはいえない
ため、今後も検
証が必要である

自己分析：
活動指標につい
ては、当初計画
のとおり推移し
ており、事業達
成度としては高
い評価になっ
た。
例年、見学する
公共施設の数は
大きく変わるこ
とがないため
に、参加者に
とって飽きがこ
ないように市内
企業の協力も得
ながら見学コー
スの工夫を行う
ことが必要であ
る。

自己分析：
施設見学会は企
業の工場見学を
実施したが、参
加者からは肯定
的な意見も多く
寄せられた。今
後も見学コース
の設定に当たっ
ては参加者を楽
しませるような
工夫をしたい。
紹介する写真
は、新たに高校
生の部を設けて
開催したが参加
者が低調であっ
たことは、反省
点である。次回
は違った内容で
開催したい。

判断理由：
活動指標につい
ては計画のとお
り推移してい
る。成果指標に
ついては前年度
から大幅に伸び
る結果となった
ものの、ほぼ計
画していた値で
ある。
総合的にはいろ
いろと検討課題
も残されてお
り、良好といえ
る状況ではない
ことから普通と
判断した。

自己分析：
周知の掲載記事
を従来の位置に
戻したことか
ら、例年とほぼ
同様の人数と
なった。
例年、見学する
公共施設なども
参加者にとって
新しい発見があ
るように取り組
んでいかなけれ
ばいけないと考
えている。

自己分析：
成果指標は計画
値を大きく下回
る結果となった
が、施設見学会
の見学場所が公
共施設に偏って
いたことが要因
の一つになって
いると分析して
いるので、民間
の見学場所も含
めて検討してい
きたい。

判断理由：
活動指標につい
ては計画の通り
推移している。
施設見学会の周
知記事を変更し
たことによる影
響が出てしまう
年度もあった
が、成果指標は
例年とほぼ計画
通りの値となっ
た。総合的には
いろいろと検討
課題も残されて
おり、良好とい
える状況ではな
いことから普通
と判断した。

自己分析：
成果指標につい
ては計画値と同
様の人数になっ
たが、これは紹
介する写真でス
マホ・インスタ
部門を導入した
結果、11名が応
募し、作品数も
大幅に増加する
など、新たな層
が参加してきた
ものである。施
設見学会におい
ても参加者に
とって新しい発
見があるように
取り組んでいき
たい。

自己分析：
成果指標につい
ては計画を下回
る人数になっ
た。施設見学会
については参加
者にとって新し
い発見ができる
取り組みをして
いきたい。ま
た、紹介する写
真については賞
品の充実やスマ
ホ・インスタ部
門については新
たな層への取り
組みを積極的に
していきたい。

自己分析：
成果指標につい
ては計画を下回
る人数になっ
た。施設見学会
については参加
者にとって新し
い発見ができる
取り組みをして
いきたい。ま
た、紹介する写
真については少
しずつではある
が、スマホ・イ
ンスタ部門が増
加していること
から、新たな層
への取り組みを
積極的にしてい
きたい。

自己分析：
新型コロナウイ
ルスの影響によ
り施設見学会が
中止となり、計
画値を下回った
が、砂川を紹介
する写真のみで
35名の応募が
あったことか
ら、評価できる
内容と考える。
引き続き活発な
写真展となるよ
う取り組みを積
極的にしていき
たい。

判断理由：
活動指標につい
ては計画の通り
推移している。
施設見学会・紹
介する写真とも
にマンネリ化を
している状況も
あるので、参加
者にとって新し
い発見ができる
取り組みや商品
の充実や新たな
層への取り組み
をしていきた
い。総合的には
いろいろと検討
課題も残されて
おり、良好とい
える状況ではな
いことから普通
と判断した。

今後の方向性 手段の見直し 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：開催回数 指標の求め方：開催回数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：参加者数 指標の求め方：参加者数

25

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回　）

2

2

成果指標１
（単位/人　）

40

事業の効率性
(事業費に対する成果)

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
砂川を紹介する写真は参加者が低迷していることに加えて、過去に
複数回参加している者も多い傾向にある。また出展の題材も、過去
の作品あるいは参加者の間で重複する傾向が強い状況がある。この
ことから、今年度の開催に当たっては手段を見直すこと（工夫）が
必要と考えている。施設見学会については、平成24年度事業は定員
を満たしての開催となったが、その直前2年間は20人を下回っている
状況である。見学する施設が例年ほぼ同じであることや、日中に開
催するため客層が比較的高齢の方に偏っている。本事業についても
前述の課題の解消に向けた工夫が必要である。

H28：
砂川を紹介する写真は、過去に複数回参加している者も多い傾向に
ある。しかし、市勢要覧などに掲載されている写真は紹介する写真
が多用されていることから、必要不可欠な事業となっている。参加
者の偏りだけではなく、参加しやすい工夫を重ねていきたい。施設
見学会については、定員を大きく下回った年度はあるものの、定員
近くは参加している事業である。ただ、見学者にとっては新しい発
見があるような形で、参加者も重複しないよう形で工夫をしながら
進めていきたい。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

H30：
砂川を紹介する写真は、過去に複数回参加している者も多い傾向にある。しかし、市勢要覧などに掲載
されている写真は紹介する写真が多用されているので、参加者の偏りだけではなく、スマホ・インスタ
部門への取り組みを積極的にしていくとともに参加しやすい工夫を重ねていきたい。施設見学会につい
ては、見学者にとっては新しい発見があるように、新たな参加者も参加できるよう工夫をしながら進め
ていきたい。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
成果指標実績値
が計画値を大き
く下回る結果と
なったが、施設
見学会の周知記
事の掲載位置を
従来の位置から
変更したことが
要因の一つに
なっていると分
析している。



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

3,056,000 0 95,000 3,151,000 3,144,000 0 3,144,000 0 0 3,144,000 0 3,144,000 9,439,000

3,056,000 0 0 3,056,000 2,457,000 0 2,457,000 0 0 775,000 0 775,000 6,288,000

2,520,000 0 0 2,520,000 2,457,000 0 2,457,000 0 0 256,850 0 256,850 5,233,850

3,056,000 0 95,000 3,151,000 3,144,000 0 3,144,000 0 0 3,144,000 0 3,144,000 9,439,000

3,056,000 0 0 3,056,000 2,457,000 0 2,457,000 0 0 775,000 0 775,000 6,288,000

2,520,000 0 0 2,520,000 2,457,000 0 2,457,000 0 0 256,850 0 256,850 5,233,850

作成委託費 印刷製本費

実績との比較
（増減理由）

資料編の印刷が
各種統計結果公
表が遅れたため
作成できず減

砂川市資料編作
成経費を自前と
することとした
ため計上なし

事業費予算の
内容

見積もり合わせ
の結果減

同額

前年度事業なし

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

実　績　額

予算計上額

0実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 0

0

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度事業なし 前年度事業なし

0

予算計上額

一 般 財 源 計　画　額 0

0

実　績　額

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

計　画　額道 費

実　績　額

予算計上額

地 方 債 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

市制施行時より発刊し、砂川市を広く市内外に紹介するため、本市の自然や産業、行事、市民生活など全般にわたって紹介している（それ以前は町勢要覧として発刊）。
過去には２年に一度発刊している時期もあったが、平成11年度以降は４年に一度の発刊となっている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

実施３カ年
合　　　計

市長公室課広報広聴係

企画・取材・写真撮影・編集などを業者に委託し、全４０ページ程度の冊子を作成するとともに、ホームページにも掲
載し、統計情報の提供と総合的な市勢の解説を行う。

目的
(何のために実施する
のか）

｢砂川市第６期総合計画｣の基本的な考え方である、２１世紀初頭の望まれる都市像を明らかにし、すべての市民が幸せ
を感じることができるやすらぎと活力に満ちた快適環境都市づくりを進めていることを、市内外のより多くの人に伝え
るため。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市内外の砂川市に関係する(関心のある)方や企業など。 有効的な手段として、まちづくりの状況やまちの魅力を市内外に効果的にアピールする。

市勢要覧の製作
を委託から内製
化し印刷のみ計
上

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 市勢要覧発行事業 昭和　33　年度　～　　―　年度

第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 6－1－2



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 1 0 1 1 1 1

実績値 1 0 1 1 1 1

計画値 700 700 700 700 700 700 700 700 700

実績値 0 1,100 350 689 976 606 639 276 116

ほぼ達成されている ほぼ達成されている ほぼ達成されている

上がっている 上がっている 上がっている

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 問題がある 問題がある 良好である

自己分析：
現在、自ら情報
を得ようとする
場合、ホーム
ページがある
が、利用できな
い方にとって
は、必要なもの
であると思われ
る。今後は、そ
のような人たち
にとって、何が
必要な内容かな
ど、より精査し
作成する必要が
あると思われ
る。また、今年
度は年度末に作
成したため配布
ができなかっ
た。

自己分析：
今回は配布部数
が計画値を大き
く上回っている
が、これは平成
23年度に予定し
ていた配布を実
施していないこ
とから、平成24
年度に計画部数
よりも多めに配
布した結果であ
る。

自己分析：
活動指標につい
ては、計画のと
おり2014資料編
を発行したので
1とした。成果
指標は、計画値
を大きく下回る
状況であり、特
に要覧について
はPR意識を持
ち、新たな配布
先を考える必要
がある。

【配布状況】
要覧→250部
（行政視察ほ
か）
資料編→100部
（来庁者ほか）

判断理由：
平成24年度の各
指標をもとにし
た評価は上記の
とおり、普通以
上の評価となっ
ているが、配布
部数やその時期
については当初
計画のとおり推
移していないた
め総合評価では
問題があると判
断した。

自己分析：
本年度、要覧と
資料編をを作成
したことから、
年度末での飛び
込み配布が多
かった。計画値
に近づいたもの
の、新規に作成
していなければ
達成は厳しいと
見込まれる。要
覧は市のPR物で
あるとの意識を
持ち、新たな配
布先を開拓する
必要がある。

自己分析：
移住定住や市外
からの視察等を
中心に配布して
おり、計画より
も大きく上回っ
たところです。
今後も様々なイ
ベント等に結び
つけながら、配
布をしていきた
い。

判断理由：
配布部数など、
要覧発行時には
計画以上の実績
は上げられる
が、発行時期以
外については計
画どおりに推移
していないた
め、問題がある
と判断した。

自己分析：
移住定住や市外
からの視察等に
加えて、新規採
用職員募集時に
も配布してい
る。計画値より
も下回ったが、
今後も様々なイ
ベントなどに結
びつけながら、
配布したい。

自己分析：
移住定住や市外
からの視察等に
加えて、職員募
集時の説明会に
も配布してい
る。計画値より
も下回ったが、
今後も様々なイ
ベントなどに結
びつけながら、
配布したい。

自己分析：
27年度に作成し
た要覧は底をつ
いてしまったた
め、配布部数に
ついては計画を
大幅に下回って
しまった。要覧
の作成について
は27年度に比べ
て、内製化した
結果、費用を
1/10程度に抑え
ることができた
のは大きな成果
であり、今後も
様々なイベント
などに結び付け
ながら、配布し
たい。

自己分析：
配布部数につい
ては計画値を大
幅に下回ってし
まった。要因の
一端として、新
型コロナウイル
スの影響によ
り、様々なイベ
ントや視察関係
が中止となり配
布機会が減少し
たことが考えら
れる。

判断理由：
配布部数は計画
を下回っている
が、２７年度に
作成した要覧は
ほぼなくなって
しまう状況であ
る。今後は要覧
を内製化をし経
費削減をしたな
かで、市をいか
にＰＲできるか
そして、フレキ
シブルに写真を
対応できるかを
検討していきた
い。

今後の方向性 手段の見直し 手段の見直し 現状のまま継続

成果指標１
（単位/部　）

700

評
価
内
容

活動指標１
（単位/回　）

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

指
標

H30：
情報提供の媒体がスマートフォンやタブレットなどの加速的普及の中でネット環境が大幅に向上してお
り、ホームページで見ることができるようになってきているが、議員視察等に加えて、職員募集説明会
など市の施策をＰＲするのには即時にみることができる市勢要覧は非常に重要な立ち位置となってい
る。要覧は市の政策をＰＲするものであるとの意識を持つ必要があり、経費削減を含めた中で内製化を
し写真の差し替えなどフレキシブルに対応できるようにしていきたい。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
本市を訪れる市
外からの視察団
への配布を中心
に、各種会議・
イベント会場で
の配布も行った
ものの成果は上
がらなかった。
成果を上げるた
め、今後はこれ
らの機会での配
布のほか、地域
おこし協力隊と
の連携もとりな
がら事業を進め
ていく。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
情報提供の媒体がホームページや広報紙が主である中で、要覧で何
を伝えるべきか、場合によってはその必要性も検討しなければいけ
ないと考えている。現在、市勢要覧とは別に発行している市政ガイ
ドブックと本事業の内容を集約し、その発行については企業広告収
入を発行経費に充てる民間企業の手法をとる方向で事務を進める。

385

H28：
情報提供の媒体がスマートフォンやタブレットなどの加速的普及の
中でネット環境が大幅に向上しており、ホームページの立ち位置が
非常に重要になってきている。しかし、高齢者などもっていない方
のことも考えると、要覧でなければいけない理由も検討しなければ
いけないと考えている。要覧はPR物であるとの意識を持ちつつも、
他市においては市勢要覧はホームページ上にだけ掲載し、数ページ
の概要を印刷しているものが多くみられる。企業広告収入を発行経
費に当てる手法も視野に入れながら、他市を参考にし事務をすすめ
る。

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：配布部数 指標の求め方：配布部数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：発行回数 指標の求め方：市勢要覧本編、資料編発行回数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 100,000 0 100,000 0 0 0 0 0 0 0 0 100,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 100,000 0 100,000 0 0 0 0 0 0 0 0 100,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

国 費 計　画　額

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

砂川市民(転入者や婚姻する方、その他希望者などに配布）
市民の暮らしに必要な情報や制度など、行政情報をわかりやすく提供することにより、行政に対する関心や理解が深ま
るとともに、疑問や不安解消の一助となる。

第３次実施４カ年計画

実施４カ年
合　　　計

新規・継続 6－1－2 市長公室課広報広聴係

目的
(何のために実施する
のか）

市民の暮らしに必要な情報や制度など、行政情報をわかりやすく市民に提供することで、行政に対する関心や理解を深
め、疑問や不安解消に役立てる。

行政情報を各課から集約し、広報広聴係にて編集、作成し、製本を外部発注する。戸籍年金係窓口にて転入者などに随
時配布するとともに、市の各機関窓口などで希望者への配布を行う。なお、平成２０年度に現行の手段で実施するも、
制度改正などの状況を確認しながら、隔年で内容の見直しを行い、1500部程度の作成を行っていく。
※平成14年度は、10,000部を外部発注にて作成し全戸配布を行った。なお、民間業者に作成を委託し、業者が広告収入
で作成し、市に無料で納入する方法も出てきているため、作成についてはその検討も必要と思われる。

予算計上額

実　績　額

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 市政ガイドブック発行事業 平成　8　年度　～　　―　年度

事業性質区分

(26年度)

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実　績　額

予算計上額

0

予算計上額 0

実　績　額

予算計上額 0

前年度予算と
の比較

（増減理由）

0

実　績　額 0

事業費予算の
内容

印刷経費を自前
とするため予算
計上はしていな
い。

自前印刷を予定
のため予算計上
なし

一 般 財 源 計　画　額

実　績　額

計　画　額

0

事 業 費 合 計

計　画　額

実績との比較
（増減理由）

予算計上額

実　績　額

地 方 債



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 0 1 0 1 1 1

実績値 0 0 0 1 1 0

計画値 350 350 350 350 350 350 350 350 350

実績値 100 50 50 5 8,500 40 100 8,500 120

達成されていない ほぼ達成されている ほぼ達成されている

上がっていない 少し上がっている 少し上がっている

変わらない 上がっている 上がっている

総合評価 問題がある 良好である 良好である

自己分析：毎年
更新はしていな
いため、制度の
変更などに伴い
相違が出来る部
分がある。その
ため、自前での
での少量印刷で
対応し毎年更新
も検討していき
たい。また、転
入者を中心に希
望者に配布して
いるが、配布し
ていることのお
知らせも検討し
なければならな
い

自己分析：
発行予定年度で
あったが発行に
至らなかったこ
とは反省しなけ
ればいけない。
市民部の協力も
得ながら窓口配
布を増やした
い。

自己分析：
成果指標実績が
計画値にほど遠
い状況にあるた
め、現状がどう
なっているのか
改めて点検した
ところ、当初計
画していた配布
手段が徹底され
ていないことが
わかった。今後
は同じことを繰
り返さないため
に、戸籍年金係
との間でこの取
り扱いを再確認
した。

判断理由：
発行回数及び配
布部数ともに適
正とはいえる状
況ではないため
問題があると判
断した。状況を
改善し次回に備
えたい。

自己分析：
昨年度全戸配布
した後の、発行
翌年度であった
ため、実績値は
少ないが、今後
も市民部の協力
も得ながら窓口
配布についても
増やしていきた
い。

自己分析：
大雨の影響で発行
が遅れたが、砂川
市が発行する「く
らしの便利帳」と
民間企業が発行す
る「電話帳」の用
途を併せ持つ「市
政ガイドブック」
として発行するこ
とができた。広報
委員の協力を得
て、全戸配布する
ことができ大きな
成果をあげること
ができた。市民に
も好評であり、他
都市から問い合わ
せが来るほどであ
る。

判断理由：
砂川市が発行す
る「くらしの便
利帳」と民間企
業が発行する
「電話帳」の用
途を併せ持つ
「市政ガイド
ブック」として
発行することが
でき、広報委員
の協力を得たこ
とにより、全戸
配布することも
できた。企業広
告により経費も
かかっていない
ことが大きな成
果と考え良好と
した。

自己分析：
昨年度全戸配布
した後の、発行
翌年度であった
ため、実績値は
少ないが、今後
も市民部の協力
も得ながら窓口
配布についても
増やしていきた
い。

自己分析：
実績値は少ない
が、今後も市民
部の協力も得な
がら窓口配布に
ついても増やし
ていきたい。

自己分析：
「くらしの便利
帳」と民間企業
が発行する「電
話帳」の用途を
併せ持つ「市政
ガイドブック」
として発行する
ことができた。
広報委員の協力
を得て、全戸配
布することがで
き大きな成果を
あげることがで
きた。ただ、固
定電話自体が
年々少なくなっ
ており、代替策
を含めて、今後
は調査・研究を
していきたい。

自己分析：
すでに全戸配布
も行っているた
め、配布部数は
少ないが、今後
も市民部の協力
も得ながら窓口
配布についても
増やしていきた
い。

判断理由：
砂川市が発行す
る「くらしの便
利帳」と民間企
業が発行する
「電話帳」の用
途を併せ持つ
「市政ガイド
ブック」として
発行することが
でき、広報委員
の協力を得たこ
とにより、全戸
配布することも
できた。企業広
告により経費も
かかっていない
ことが大きな成
果と考え良好と
した。

今後の方向性 手段の見直し 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：発行回数 指標の求め方：発行回数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：配布部数 指標の求め方：配布部数

8,500

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回　）

1

1

成果指標１
（単位/部　）

350

事業の効率性
(事業費に対する成果)

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
各種届け出、福祉、保健、救急、文化・スポーツ施設、災害時の避
難など市の制度や施設を分かりやすく紹介し、便利で快適な生活を
送ってもらうためにも今後も継続すべきと判断した。ただし、内容
については、さらに使いやすく便利なものとなるよう精査が必要で
ある。
具体的には、市勢要覧発行事業と本事業の内容を集約し、その発行
については企業広告収入を発行経費に充てる民間企業の手法をとる
方向で事務を進める。

H28：
各種届け出、福祉、保健、救急、文化・スポーツ施設、災害時の避
難など市の制度や施設を分かりやすく紹介し、電話帳もついている
ことで利便性が大幅に向上した。民間企業が広告収入で発行したた
め経費はかからず、全戸に配布することができた。
引き続き現状の形でとり進めるが、発行企業との発行年調整や広告
の企業となる市内企業にも負担がかかってしまうとの声もあるの
で、調整をしながら事務を進めていきたい。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

H30：
各種届け出、福祉、保健、救急、文化・スポーツ施設、災害時の避難など市の制度や施設を分かりやす
く紹介し、電話帳もついていることで利便性が大幅に向上した。また、市民からも好評で他都市からも
問い合わせが来るほどであった。
引き続き現状の形でとり進めるが「字が小さい」という苦情もあり、ページ数も限りがあることから調
整をしながら続けていきたい。。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
砂川市が発行す
る「くらしの便
利帳」と民間企
業が発行する
「電話帳」の用
途を併せ持つ
「市政ガイド
ブック」として
初めて発行する
ことができた。
広報委員の協力
を得たことによ
り、全戸配布す
ることができた
が、大きな成果
と考えている。


